
迎賓館赤坂離宮の本館は、1909（明治 42) 年、当時の皇太子（後の大
かた やま

正天皇）のお住まいである東宮御所として建てられました。 建築家の片山
とうくま

東熊が総指揮に当たり、各分野のトップクラスの技術者や職人が参集し、

約 10 年の歳月をかけ、当時の金額で約 510万円（現在の価値で 1,000 億

円程度と言われています。）の費用をかけて完成しています。

本館は地上2階、地下1階からなり、1階は東側半分が皇太子、西側半分が

皇太子妃の御住まい、2階には接客用の御部屋のほか、書房、球戯室、食堂、

喫煙室などを配置、地下1階には厨房、設備室などが配置されていました。

創建当時の平面図
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災害対策

本館は、様々な災害対策が施されており、なかでも地震対策には特に配慮がされています。 建設予定地の20か所で

地盤調査を行い、建物位置、支持地盤が決定されており、基礎部分は補強のために鉄道レールが用いられた分厚いコンク
か こう がん

リ ートの上にレンガが積み上げられています。 地上部分は、外部は花商岩、内部はレンガによる組積構造で、要所に鉄骨

で補強された構造となっています。

建物内部のレンガ積み
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創建時の図面から外壁の石1個につき少なくとも
3個の「ダボ」又は「かすがい」により緊合されて
いることが確認できます。 （宮内庁宮内公文書館蔵）
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2階バルコニー ヘの出入口の創建時
図面。扉上部に補強のために3本の
鉄道レ ールが使用されていることが
確認できます。 （宮内庁宮内公文書館蔵）
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主要な柱断面図
2本の［型鋼と1本のI型鋼を組合せ
た鉄骨柱が、各階400本以上配置され
ています。

レンガ砕石入りのコンクリ ー ト
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＼引張鋼材
コルゲー トシー ト（波形の軟鋼板）

主要な床版断面図
床は波形の軟鋼板をアーチ状にわん曲さ
せ、その上にレンガ砕石入りのコンクリ ー

トを打設した耐火構造となっています。

鉄骨は、アメリカ合衆国ピッツバー グの「カ ー ネギ ー製鉄所」に て製造されました。 当時

の日本には本格的な鉄骨造建設の経験がある技術者が見当たらなかったため、組み立て

に当たっては、カ ー ネギ ー製鉄所の技術者に指導を受けながら行いました。

鉄骨の総量は、約 3,000 tにも及び、建物の面積の約3 割を壁や柱が占め、壁の最も厚い

ところは約 1.8m、薄いところでも約 56cm、使用されたレンガは約 1,300 万個にも及び

ます。

このように 地震対策に重きを置かれた本館は、1923（大正 12) 年の関東大震災でも、

大きな損傷はありませんでした。

本館で使われている「 CARNEGIE」
（カー ネギー）の刻印が入った鉄骨
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東 (1854-1917) 

工部大学校造家学科（現在の東京大学工学部建築学科）の 第1期生。
代表作と し て、当館のほか、東京国立博物館の表慶館、京都国立博物館、奈良国立博物館
などがあります。
東宮御所の建設に当たり 、室内装飾の調査や鉄骨の発注のため、ヨ ー ロッパやアメリカを
度々訪れています。
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むら の とう ご

村野藤吾（1891 -1984)略歴

（明治24)

（大正7)

（昭和4)

（昭和10)

（昭和24)

（昭和28)

（昭和30)

（昭和33)

（昭和39)

（昭和42)

（昭和45)

（昭和47)

（昭和49)

（昭和59)

佐賀県唐津生まれ

早稲田大学建築学科卒業
渡辺節建築事務所入所

村野建築事務所開設

ドイツ政府から赤十字名誉 賞受賞

村野 ・ 森建築事務所に改称

日本建築学会作品賞受賞（丸栄百貨店）

日本芸術院会員

藍綬褒章受章

日本建築学会作品賞受賞（日生劇場）

文化勲章受章

アメリカ建築家協会 (AIA) 名誉会員

日本建築学会建築大賞受賞

迎賓館改修の功績に対し皇室より御紋章入り銀盃壱組下賜
総理大臣 ・ 建設大臣より感謝状を受ける

第25回BCS賞受賞（新高輪プリンスホテル）※「BCS」の呼称は建築業協会 (Bu i ld ing Contractors Society)に由来

11月26日死去

むら の とう ご

村野藤吾の主な建築作品・改修作品

1928 

1933 

1936 

1937 

1953 

1954 

1955 

1957 

1959 

1960 

1963 

1965 

1969 

1974 

1975 

1980 

1982 

（昭和3)

（昭和8)

（昭和11)

（昭和12)

（昭和28)

（昭和29)

（昭和30)

（昭和32)

（昭和34)

（昭和35)

（昭和38)

（昭和40)

（昭和44)

（昭和49)

（昭和50)

（昭和55)

（昭和57)

ひんキゃく

27歳

38歳

44歳

58歳

62歳

64歳

67歳

73歳

77歳

79歳

81歳

83歳

93歳

37歳

42歳

45歳

46歳

62歳

63歳

64歳

66歳

68歳

69歳

72歳

74歳

78歳

83歳

84際

89歳

91歳

日本基督教団南大阪教会塔屋

キャバレ ー・ アカダマ（現存せず）

大丸神戸店 （現存せず）

渡辺翁記念館 ＊2005 年重要文化財（建造物）に指定

丸栄百貨店増築（現存せず）

世界平和記念聖堂＊2006 年重要文化財（建造物）に指定

八幡市立図書館 （現存せず）

読売会館 ・ そごう東京店

都ホテル佳水園

輸出繊維会館

日本生命日比谷ビル（日生劇場）

カトリック宝塚教会

西宮トラピスチヌ修道院

迎賓館赤坂離宮（旧東宮御所の改修）

日本興業銀行本店

心斎橋ビル改修（現存せず）

新高輪プリンスホテル

だんつう

〈朝日の間〉の手織り緞通製作の視察
1973 （昭和 48) 年 2 月 29 日
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迎賓館赤坂離宮落成式 1974 （昭和 49) 年 4 月 23 日
改修事業に対して、総理大臣、建設大臣より感謝状が
贈られました。

1967（昭和42)年に赤坂離宮を国の迎賓施設として使用することが閣議決定され、
むら の とう ご

村野藤吾が改修設計を行いました。 西洋風宮殿建築を国の迎賓施設に改修するに当
たり、賓客をもてなす場にふさわしく、くつろぎのある空間とするため、平面計画、外構、
室内装飾、家具、照明器具に至るまで微細な補正を行い、一部に全面的な改変を行いま
した。
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諸外国の王族、国家元首や政府の要人を日本に招へいすること
には次のような大きな意義があります。

・ニ国間関係の強化
・地域・国際社会の諸課題への取組
・要人間の個人的関係の構築
・日本に対する理解の増進·深化

このため外国要人を日本に招へいする際には、政府として要
人の地位にふさわしい、敬意と礼節とをもって日本に迎えること
が求められることから、政府の迎賓施設として建設されたのが
迎賓館赤坂離宮です。

迎賓館は国賓、公賓及び公式実務訪問賓客の宿泊施設や各
種会談等の場として使用されるほか、国際会議の会場としても
使用されています。

迎賓館内施設の主な用途

朝日の間
主に表敬訪問や外国要人会談などに使用。また、天皇
皇后両陛下と国賓とのお別れの挨拶の場に使用。最も
格式が高い部屋。

1 花鳥の間 I 
主に国公賓主催の公式晩餐会や外国要人による共同記
者会見会場等に使用。

日本政府が外国要人を招へいする際には、各要人の地位や訪問の目的
に応じて、招へいの在り方が定められており、迎賓館への宿泊等を行う要
人は、主に次の3つと定められています。

①国賓：国王、大統領又はこれに準ずる要人
②公賓：皇太子、王族、首相、副大統領又はこれに準ずる要人
③公式実務訪問賓客：国賓及び公賓の対象者で実務を主たる目的

とする要人が日本を訪問する場合

国賓、公賓及び公式実務訪問賓客として我が国を訪問する要人に対して
は、政府として儀礼を尽くすという点に変わりはないものの、その地位や訪
日目的に従って、訪日中の儀礼的行事（宮中行事、儀じょう隊の栄誉礼等）
の実施の有無等で違いが設けられています。

これまで迎賓館においては、計３６６件の接遇を実施してきており、その内

訳は、国賓が１０５件、公賓が７７件、公式実務訪問賓客が６５件、その他（国
際会議ほか）が１１９件です。　　

令和6年3月末現在

1 羽衣の間 I 
主に雨天の歓迎行事、レセプション、会議場等に使用。

【国賓】 トランプ ・ アメリカ大統領
(2019（令和元）年5月）

【公賓】李克強・中国首相
(2018（平成 30)年5 月）

【公式実務訪問賓客】ミルジョー

エフ ・ ウズベキスタン大統領
(2019（令和元）年 12月）
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ヤい らん

彩鸞の間
主に表敬訪問客の控えの間に使用。国賓との謁見、調
印式、プレスのインタビュー 等にも使用。
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